
　高齢者の転倒は，骨折などの外傷の危険だけでなく，活動量が低下するなど生活の質を
低下させる要因の一つになっている。以前は転倒予防として４本柵の使用，クリップ式離
床センサーが主であったが，現在はベッドセンサーの使用が主となっている。転倒予防の
ためのベッドセンサーの使用基準がなく個々の判断で設定していた。そのため，過度のセ
ンサー設定によりナースコールの回数が多く，必要なナースコールの対応に遅れてしまう
ことがあった。センサーの特徴把握と患者のＡＤＬの状況を含めた設定基準が必要と感じ，
ベッドセンサー設定基準フローチャートを作成して活用することで転倒・転落事故に繋が
らないナースコールを減らすことができた。

演題番号24 転倒・転落事故に繋がらないナースコールを
減らす取り組み
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